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＊新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、掲載されている催し物などが延期・中止となる場合があります。催し物などに参加をする場合はマスクを着用してください。

山路を登りながら

と　き　10月６日（水）～ 10月13日（水）
　　　　午前９時～午後７時（初日は午後3時から、最終日は正午まで）
ところ　幸田町立図書館ギャラリー
　　　　皆さまお誘い合わせの上、ぜひご覧ください！

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします
募集期間　10月１日（金）～ 12月31日（金）

第75回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール優秀作品の展示

じぶんの町を　　
　　　良くするしくみ。

福祉教育の推進
ふれあい・いきいきサロ

ンや

福祉団体の支援

サイコロゲーム
の様子（サロンにて）

福祉実践教室
の様子

これらは
共同募金の
配分金で

実施している

事業の一部です。

福祉車両の貸出



　契約による支援となるため、契約ができる程度の判断能力が必要になります。

認知症・知的障がい・精神障がいなどによって判断能力が十分ではない人を支援する制度は２ページをご覧ください。➡➡➡

成年後見制度

ご本人の判断能力に応じて「補助」、「保佐」、「後見」の３つの制度が用意されています。

　ほとんどのことは自分でで
きるが誰かの手助けがあると
安心。

　日常の買い物は１人ででき
るが、重要な契約の手続きは
１人ではできない。

　家族の区別がつかず、日常
の買い物も１人ではできない。

判断能力が不十分 判断能力が著しく不十分 判断能力が常に欠けている

　家庭裁判所が定めた範囲
で、契約の代理や取消などを
行います。

　保佐人の同意を得ずに交わ
された契約は取り消すことが
できます。また、家庭裁判所
が定めた範囲で契約の代理を
行います。

　本人の財産を管理し、本人
に代わって契約を交わした
り、本人が交わした契約を取
り消したりすることができま
す。

補 助 保 佐 後 見

日常生活自立支援事業

　福祉サービスの利用に関する情報提供や利用手続きを支援します。

福祉サービスの利用援助

・日常生活費を銀行から払い戻すお手伝いや使
い方のアドバイスなどを行います。

・公共料金や税金、医療費などの支払いの手続
きを支援します。

日常的金銭管理サービス
　通帳や印鑑、証書などの大切な書類を金融機
関の貸金庫でお預かりします。

書類等の預かりサービス

問合せ　幸田町成年後見支援センター　電話62-7171
　　　　　　　　　　　　　（幸田町社会福祉協議会内）　　

　本人の預貯金の管理や不動産などの処分、遺
産分割など財産に関する契約などについての助
言や支援を行います。

財産管理
　介護・福祉サービスの利用や医療・福祉施設
への入退所の手続き、費用の支払いなど、日常
生活に関わってくる契約などを支援します。

身上監護

援 助 内 容

こんなこ
とに困っていませんか？

権 利 擁 護 事 業 の ご 紹 介

　成年後見制度では法律行為を支援する一方、日常生活自立支援事業では悪徳商法に引っかかった時の対処や
不動産の売買や賃貸契約などに関わる法律行為などの代理、代行はできません。
　それぞれの特性を押さえて、生活に合った制度をうまく利用し、安心した生活を送りましょう。

援 助 内 容
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認知症・知的障がい・精神障がいなどによって判断能力が十分ではない人を支援する制度は２ページをご覧ください。➡➡➡

　幸田町成年後見支援センターでは、認知症や知的障がい、精神障がいなどにより
判断能力が十分でない人の財産や権利を守るため、地域で安心して暮らせるお手伝いをします。

相談受付
　電話や窓口で、判断能力に不安のある人の生
活や財産管理について相談に応じます。ご相談
の内容により、成年後見制度の利用に向けたご
案内や必要な関係機関と連携を図ります。

成年後見制度の普及啓発
　成年後見制度をより多くの人に知っていた
だくために、講演会などを開催し、成年後見制
度および成年後見支援センターの役割を広く
周知していきます。

手続き支援
　成年後見制度の利用が必要な人への申立てに
関する手続き支援や調整を行います。また、制
度を利用しやすくなるよう、必要に応じて関係
機関をご紹介します。

法人後見の受任 
　他に適切な成年後見人などを得られないとき
は、社会福祉協議会が法人として成年後見人な
どとなって支援を行います。

「成年後見制度」や
「日常生活自立支援事業」

がよくわからないなぁ。

私は自分に
何かあったときに

障がいのある
この子が心配だわ。

福祉サービスを
利用したいけど

手続きが難しいなぁ。

最近物忘れがひどくって
財産の管理に自信が
なくなっちゃったの。

成
年
後
見
制
度
は
難
し
そ
う
…

ど
こ
か
相
談
で
き
な
い
か
な
ぁ

親
戚
が
い
な
い
か
ら

財
産
の
こ
と
も
心
配
で
…

施
設
の
入
所
も
考
え
た
い
ん
だ
が
、

１
人
じ
ゃ
ど
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よ
い
の
か
…

へ
ん
な
訪
問
販
売
に
ダ
マ
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
…

こ
れ
か
ら
の
こ
と
が
心
配
だ
わ

まずはお気軽にご相談ください

制度 財産 契約 将来

こんなこ
とに困っていませんか？

権 利 擁 護 事 業 の ご 紹 介
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　認知症の人を介護するご家族で集まり、学び、悩みを話しませんか？

幸田町認知症介護家族交流会

●ところ　　幸田文化広場（さくら会館）第一研修室
●対　象　　家族を介護している人、家庭介護の知識を身に付けたい人
●定　員　　各18人　＊先着順
●申込み　　幸田町地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。

高齢者や介護に関する悩みや疑問など、なんでもお気軽にお問い合わせください。
幸田町地域包括支援センター　電話62-7331　FAX62-7254

　テレビや友達との話で介護の話題が出て、漠然と不安に思ったことはありませんか？
　介護は突然やってくるかもしれません。この機会に介護について学び、将来に備えましょう。また、
現在介護をしている人にも役立つ情報が満載です。ぜひご参加ください！

家族介護教室を開催します

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

と　　　き 内　　　容

11月11日（木）
午後２時～４時

 テーマ 　「家族介護を担う人のためのリフレッシュ講座
　　　  　                                  ～心と体をスッキリ！～」

 講　師 　伊
い

藤
とう

聖
せい

子
こ

氏（ウォーキングスタイリスト）

12月２日（木）
午後２時～４時

 テーマ 　「認知症の方の基礎理解とケア」

 講　師 　皆
みな

本
もと

昌
まさ

尚
なお

氏(名古屋市認知症介護指導者)　

●と　き　　毎月第３金曜日　10/15　11/19　12/17　１/21　２/18　３/18
　　　　　　午後１時30分～３時30分

●ところ　　福祉サービスセンター２階会議室（幸田町社会福祉協議会）
●内　容　　介護、認知症に関することをみんなで学びます。ご家族同士近況をお話しします。
●対　象　　町内在住の、認知症の人のご家族および認知症の疑いがある人のご家族
●申込み　　事前予約制となります。1週間前までに幸田町地域包括支援センター（電話62-7331）
　　　　　　　へお申し込みください。
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　福祉実践教室では、高齢者疑似体験、手話、点字、ガイドヘルプ、要約筆記、介護体験、認知症理解、
精神障がい者理解、盲導犬などの福祉講座が各学校で行われております。その中でも、多くの講座でボラ
ンティアさんが活躍しています。

　学校でボランティアをしてみたい、興味がある人は幸田町社会福祉協議会までご連絡ください。

ボランティア団体紹介

こうた環境ネットワーク

ボ ラ ン テ ィ ア だ よ り

▲フードドライブについて説明している様子▲フードドライブについて説明している様子
　　（幸田町駅前銀座　こうた町家をむすびサロンにて）（幸田町駅前銀座　こうた町家をむすびサロンにて）

問合せ　幸田町社会福祉協議会　電話62-7171

　平成２年からごみ分別やごみ問題に取り組む活動を行ってきま
した。現在は、今までの活動を発展させ、ごみをごみで処理する
のではなく新たな資源として活用する「フードドライブ」に取り
組んでいます。この活動は、幸田町の生活困窮者支援に活用され、
困窮で苦しんでいる家庭に役立てられています。ご自宅で眠って
いる食材があれば「もったいない」を「ありがとう」へ変える活
動にぜひご協力ください。

●と　き　　令和３年６月～令和４年３月（毎月第３水曜日）　午前９時～正午
●ところ　　幸田町駅前銀座　こうた町家をむすびサロン
　　　　　　※第１日曜日は、大草正楽寺木工クラフト市でも集めています。

◦お米
◦缶詰（肉、魚、野菜、果物など）
◦レトルト食品（カップ麺、カレーなど）
◦乾物（パスタ、うどん、蕎麦など）
◦ギフト（お歳暮、お中元などの余剰品）
◦お菓子
◦調味料
◦飲料（ペットボトル飲料、缶ジュースなど）
◦乳幼児用食品（粉ミルク、離乳食など）

◦賞味期限が明記されていない食品
◦賞味期限が１カ月を切っている食品
◦開封されている食品
◦生鮮食品（肉類、魚介類、生野菜）
◦冷蔵食品、冷凍食品
◦アルコール（みりん、料理酒は除く）

〇  寄付してほしい食品 ×  寄付できない食品

ボランティア活動紹介

福祉実践教室
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●生活支援コーディネーターとは…
　　支え合いの地域づくりをサポートし、誰もが住み慣れた地域で暮らし続けられるようにするため、
　幸田町社会福祉協議会に配置されています。

　高齢者の暮らしをサポートするために、宅配サービスや移動サービス
などの情報を掲載したガイドブックを作成します。
　掲載を希望する店舗や事業者は、お申し込みください。
申込要件　宅配や買い物代行、外出支援など、高齢者の生活支援となる
　　　　　サービスを実施している店舗や事業者
　　　　　（例：弁当・食品・日用品の宅配、移動サービスなど）
　　　　　※そのほかの要件により、掲載をお断りする場合があります。
掲 載 料　無料
申 込 み　10月29日（金）までに、幸田町社会福祉協議会へFAX（62-7254）またはメール（info@kotashakyo.jp）
　　　　　でお申し込みください。
　　　　　※申し込み用の情報掲載シートは、幸田町社会福祉協議会でお渡しするほか、幸田町社会福祉
　　　　　　協議会ホームページ（http://kotashakyo.jp/）にも掲載しています。

生活支援コーディネーターからのお知らせ

ふくしネットワーク会議を開催しました
　ふくしネットワーク会議では、民生委員や地域活動者が集まり、地域の現状や課題、自分たちの地域で

「こんなのあったらいいな」と思うアイデアを出し合い、課題の解決に向けた話し合いを行っています。
　同じ町内でも人口や年齢構成、社会資源、地域性は様々です。各小学校区で地域のつながりを大切にし
ながら、支え合いの地域づくりに向けて、今後も話し合いを続けていきます。

各小学校区で行われたふくしネットワーク会議の様子

地域の皆さんと一緒に、無理なくできることを考え、
支え合いの地域づくりを推進していきます。

豊坂学区豊坂学区

幸田学区幸田学区坂崎学区坂崎学区

深溝学区深溝学区荻谷学区荻谷学区

中央学区中央学区

生活支援ガイドブック　掲載店募集！

生活支援生活支援
コーディネーターコーディネーター

ふ く し の 広 場
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１　職種・採用予定人員・受験資格

４　そのほか
　⑴　募集要項をよくご確認の上、お申し込みください。なお、募集要項、受験申込書などは、幸田町

社会福祉協議会でお渡しするほか、幸田町社会福祉協議会ホームページ（http://kotashakyo.jp/）
からもダウンロードできます。

　⑵　提出書類（履歴書など）は、理由を問わず返却しません。

５　問合せ
　幸田町社会福祉協議会　電話（0564）62-7171、 FAX（0564）62-7254

３　試験申込み・受付期間

２　試験日程・会場・試験内容

職種 採用人数 学歴 受験資格

社会福祉
総合職 若干人 大学、短大

・昭和37年４月２日以降に生まれた人で、左記学歴を卒業または
令和４年３月31日までに卒業見込みの人

※社会福祉士資格、介護支援専門員資格または保健師資格を令和
４年３月31日までに取得または取得見込みの人

区分 受付期間 受付場所 備考

窓口受付

11月12日（金）まで

幸田町社会福祉協議会
（幸田町福祉サービスセンター内）
〒444-0113
幸田町大字菱池字錦田82番地４

受付時間は、午前８時30分～
午後５時15分

（土曜・日曜・祝日は休み）

郵便受付 受付期間末日の消印まで有効
（消印なきものは無効）

試験日 会場 試験内容

12月４日（土） 幸田町福祉サービスセンター 基礎能力検査（言語、数理、論理）、職場適正検査、
面接

私たちと
一緒に

働きませんか？

令和４年４月１日採用

幸田町社会福祉協議会
職員の募集

福
祉

に関する様々な相談に対応します。

　　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　

　地域福祉の推進のため、専門職が活躍してい
ま

す
。
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この広報紙は、皆さんからの会費と赤い羽根共同募金の配分金によって作成しています。

編集・発行

社会福祉法人  幸田町社会福祉協議会
〒444-0113 愛知県額田郡幸田町大字菱池字錦田82-4
電話（0564）62-7171　 FAX（0564）62-7254
居宅介護支援事業所　　電話（0564）64-1069
訪問介護事業所　　　　電話（0564）83-7273
地域包括支援センター　電話（0564）62-7331
メール　info@kotashakyo.jp

ホームページ
http://kotashakyo.jp/

ご寄付紹介（順不同・敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ3.6.2 ～Ｒ3.9.7　　　

　あなたが「自分のため」にしていることが、実は「みんなのため」につながっているかもしれません！！
住み慣れた地域で、自分らしく暮らせるヒントを学んでみませんか？

と　き 　11月28日（日）午前10時～11時40分
ところ 　幸田町民会館　あじさいホール
内　容 　第１部　講演会
　　　 　　　　　講　師　同朋大学社会福祉学部

　　　 　　　　　　　　　　　准教授　汲
く み

田
た

千
ち

賀
か

子
こ

氏
　　　 　第２部　活動発表　
　　　 　　　　　⑴　里区福祉委員会
　　　 　　　　　⑵　坂崎学区福祉あんしん見守り隊
対　象 　幸田町在住または在勤者
定　員 　80人　＊先着順
参加費 　無料
申込み 　11月19日（金）までに、幸田町社会福祉協議会へ電話
　　　　または２次元コードでお申し込みください。
電　話 　62-7171

●現金　ピアゴ幸田店　106,780円　　幸田町仏教会　5,810円　　㈱石原組従業員一同　2,400円
　　　　アトリエジャスト近藤二吉　14,310円　　鈴木誠　2,000円　　大橋正義　2,000円
●物品　㈱タケヒロ産業　竹ぼうき100本　　　　　　　 　　　　　　　　　　　ありがとうございました

「自分のため」が「みんなのため」になる地域づくり
−あなたの「得意」を活かしてみませんか？−

▲２次元コードからの
　お申し込みはこちら

　講師紹介

汲
くみ

田
た

千
ち

賀
か

子
こ

氏
（同朋大学社会福祉学部准教授）
社会福祉士　精神保健福祉士

日本福祉大学大学院福祉社会開発
研究科社会福祉学専攻博士課程修
了。博士（社会福祉学）
大学では、高齢者福祉論、介護福
祉などの科目を担当する傍ら、介
護現場のケアスタッフの研修など
を行っている。
著書：『認知症ケアのデリバリー
スーパービジョン―デンマークに
おける導入と展開から―』中央法
規出版，2016年　その他多数

令和３年度 生活支援体制整備事業講演会

中央公園

保健センター

菱池菅田

役場

至
JR
幸
田
駅

幸田町社会福祉協議会
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